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　　　　　　　（報　告）

就職後1ヶ月の新人看護婦の抱えるストレスの実態調査

森　恵子

　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　　　約

　看護教育カリキュラムの改正により，臨床での実習時間はますます減る傾向にある。一

方，臨床現場では，医療の高度化，複雑化が進み，看護基礎教育と現場のギャップは大き

くなる傾向にある。今回38名の新人看護婦にアンケート調査を行い，新人看護婦の抱える

ストレスについて明らかにした。その結果，新人看護婦の抱えるストレスは，看護技術に

関するストレスが最も多く（94％），ついで，3交代勤務による不規則な生活（14％），患

者とのコミュニケーション（11％）であった。この結果には教育課程の違いによる差は認

めら紅なかった。多くのストレスの中で働く新人看護婦は，32．3％が，体調についてあま

りよくない，あるいは良くないと回答していた。また，様々なストレスにより，就職後1

ヶ月で退職を考えているものが6名（17．6％）いた。看護婦になってよかったと答えたも

のは8名（82％）あり，その多くが，患者との関わりがうまくいったときにそのように感

じていた。新人看護婦が，今後の看護基礎教育に望むことは，技術面の体験をさらに増や

すこと，移植医療，ME機器の取り扱いなどであった。

キーワード：新人看護婦，ストレス，リアリティーショック

　　　　　　　　は　じ　め　に

　看護教育のカリキュラムの改正により，病棟にお

ける臨床実習時間は大幅に削減され，判断力，問題

解決能力，応用能力としての力と自己開発能力を重

視した教育に変わってきている。一方臨床現場では

医療の高度化，複雑化が進み，基礎教育と現場のギ

ャップは大きくなる傾向にある。新人看護婦の多く

は，臨床看護の難しさ，自己の知識・技術の未熟さ

を痛感しており，自信喪失や落ち込みなどから精神

的不安定感や身体的変調を訴えるものも少なくない。

このような現状の中，新人看護婦が就職後に受ける

リアリティーショックは年々大きくなってきている

と言われている1・2）。新人がリアリティーショックに

陥る主な原因として，吉井は「看護学校と臨床の場

の価値と期待の不一致にある」3）と述べている。新人

看護婦が理想と現実のギャップを乗り越え，職場に

適応できるように支援するためには学生時代の知識

と現場の業務が結びつくように説明方法を工夫する

など，現場とのギャップを埋める指導を考える必要

がある。臨床現場と教育の場の連携について真剣に

考えていく必要を感じる。平成12年度，0大学医学

部附属病院に就職した38名の新人看護婦へのアンケ

ート結果から，新人看護婦の抱える問題を明らかに

しりアリ、ティーショックの軽減に向けて，教育の場

と臨床の場に期待されることを考察する。

　　　　　　　　目　　　　　的

　新人看護婦の抱えるストレスについての実態調査

を行い，新人看護婦の抱える問題点を明らかにし，

今後の教育の場で求められることを検討する。

　　　　　　　　研　究　方　法

1．研究スタイル：調査研究

2．研究期間：平成12年5月24日～6月2日

3．調査対象：対象は，平成12年4月に，0大学医

　　学部附属病院に就職した新人看護婦38名。

4．調査方法

　現在の体調，就職前の希望勤務部署の有無，就職

後最も辛いと感じた出来事やその時の対処法，就職

後の新人教育，エルダーとの関係，ストレスと感じ

た事とその解消方法，学生と看護婦の違い，学生時

代に学習不足と感じたことなどについて，無記名の
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アンケートを作成・配布し，1週間後に回収した。

なお本研究にあたっては，研究以外目的には使用せ

ず，個人の結果は公表しないことを言及した。

　　　　　　　　結　　　　　果

　回答を得られたのは，38名中34名で，回収率は89

％であった。

1．対象属性

　対象者38名金員が女性であった。その教育課程は，

3年制の医療短大と4年忌看護大学卒業生が合わせ

て31名で，89％をしめていた。（図1）
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図1　新人看護婦の教育課程
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　また，配置病棟の内訳は，図2のとおりであった。

就職前より，勤務場所を，外科系，内科系と希望し

ているものもあり，うち12名は，具体的な配置場所

の希望を持っていた。約1年間の臨床実習の中で，

働きたいと思える病棟を見つけていたものもいた一

方，特に希望する病棟はないと回答した者が10名（29

％）いた。（図3）就職を希望する病棟があったもの

のうち，実際に希望どおりに就職できたものは48％

であった。同病院看護部が，同時期に調査した結果

によると，学生が就職したいと感じる病棟には，モ

デルとなる看護婦の存在があった。
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図2　新人看護婦の配置場所
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　　　図3　就職前の希望部署
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2．現在の体調について

　現在の体調について，最高に良い，とても良い，

良い，あまり良くない，良くないの5段階で評価し

てもらったところ，最高に良いと答えたものはいな

かった。とても良いと答えたものが3名（8．8％），

良いと答えたものは20名（58．8％），あまり良くない

と答えたものは10名（29．4％），良くないと答えたも

のは1名（2．9％）であった。約30％の新人看護婦

が，体調があまり良くない，あるいは良くないと答

えていた。平均2．4時間の超過勤務をしており，慣れ

ない環境と厳しい業務のなかで，疲労が強いと考え

られた。（図4）希望部署に就職できた者とそうでな

い者との間に，体調について差は認められなかった。
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3．就職後に感じたストレスについて

　アンケート結果より，新人看護婦が，就職後に感

じるストレスは，能力の未熟さ，と回答したものが

最も多く，32名（94％）であった。卒後1年目看護

婦には看護技術に関するストレスが高く，職場適応

の第1歩が看護技術の習得であることは，神郷らを

はじめ，多く人が指摘している。今回のアンケート

では，採決の手技，患者およびスタッフとのコミュ

ニケーション能力に未熟さを感じる新人看護婦が多
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新人看護婦の抱えるストレス

かった。しかし，新卒看護婦が看護援助技術の未熟

さ，知識不足を感じるのは当然のことで，この未熟

さや不足を自覚して積極的に対処することで，技術

の習得や知識の獲得がなされる。ついで，3交替勤

務などにより，不規則な勤務をあげているものが5

名（14％），患者との関係が4名（11％）であり，患

者に受け入れてもらえなかった，終末期の患者に対

する援助ができなかった時にストレスを感じるとと

もに，自分の未熟さを感じたという回答があった。

（図5）教育課程の違いによるストレスの差は認め

られなかった。また，希望部署に就職できたものも，

同様にストレスを感じており，その内容に差はなか

った。様々なストレスにより，退職を考えたことの

ある者は，6名（17．6％）にのぼった。

　仕事上のストレスを打ち明ける場合の相談相手は，

友人が最も多く，23名（67％），ついで，親および家

族が18名（52％）であった。（図6）

　一方，ストレスの対処方法としては，友人との会

話や情報交換および十分な睡眠と回答したものがそ

れぞれ14名（41％），ついで，買い物に行くが12名（35

％），実家に帰ると回答したものが9名（26％）い

た。少数ながら，カラオケ，映画鑑賞などの回答が

あった。これらのストレス解消方法は，単独で行わ

れるのではなく，回答者の多くが複数で行うと回答
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図5　新人看護婦の感じるストレス
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図7　ストレスの対処法

をしていた。（図7）

　友人との情報交換の場としては，休日の一緒の外

出や電子メールでの情報のやり取りと回答したもの

が27名（79％）であった。また，病院内で出会った

時の会話という回答もあった。

4．新人教育システムについて

　配属部署での新人教育システムについては，オリ

エンテーションが十分行われたと評価しているもの

は，19名（55％）であった。0大学医学部附属病院

看護部では，平成7年度より，新人教育にエルダー

制を導入している。エルダー制は，リアリティーシ

ョックを緩和し職場適応を促進するために有効であ

ると言われている。先輩看護婦を含め，エルダーか

らの教育により，新人教育が整っていると回答した

ものは，9名（26％）であった。一方教育システム

が整っていないと回答したものも3名おり，その理

由として，エルダーとの勤務のずれや，人によって

指導の内容が違う，オリエンテーションの内容が理

解できない等の回答があった。（図8）

璽
旧ー

n＝34

友
人
（
同
期
の
同
僚

　
　
も
含
む
）

複数回答

∵

図6　悩みを相談できる相手

　ニニニニニユ　　

　罷

オ
リ
エ
ン
テ
ー

　
シ
ョ
ン

．1［モヨ・己互〒i三玉■

エ
ル
ダ
ー
制
が
確

立
し
て
い
る

先
輩
ナ
ー
ス
よ
り

図8　新人教育への評価
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5．学生と看護婦の違いについて

　学生と看護婦の違いについて質問したところ，責

任の有無と答えた者が最も多く，25名（73％），つい
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で，一度に多くの患者を把握しなければならないと

回答したものが7名（20％）であった。患者にとっ

ては新人でも一人目看護婦であり，そのため，就職

後短期間で仕事を習得し，看護に携わらなければな

らないことが，ストレスにつながっていると考えら

れた。

6．看護婦になってよかったと思うこと

　多くのストレスを抱え働くなかで，看護婦になっ

てよかったと感じたことがあるものは，8名（82％）

で，そのすべてが患者との関わりがうまくいき，患

者から感謝の言葉をかけられた時と回答している。

未熟な中でも，成功体験をすることで，仕事に対す

る意欲を回復し，職場への適応も促進すると考えら

れた。

7．学校での基礎教育に望むこと

技術面の体験をもっと学習することを望む回答が

もっとも多く，20名（59％）であった。技術を習得

していることで，ストレスを回避iできるという意見

もあった。カリキュラムの改正により，学生の臨床

実習の時間がますます少なくなる現状の中で，いか

に看護技術を体験させ，習得させていくかが，今後

の学内，病棟における臨床実習の大きな目標の一つ

となると考える。教育課程の違いによる差は認めら

れなかった。

く実習を終了する。しかし，就職後は新人看護婦と

いえども，関わる患者の多くは，様々な複雑な疾患

を抱えており，学生時代には経験したことのない重

症な患者も少なくない。

　また病棟で取り扱うME機器も多種多様で，コン

ピューターを内蔵した複雑なME機器を取り扱う

ための専門的な知識も必要となっている。また回答

の中には，移植医療においても学習しておけばよか

ったという回答もあり，今後の学習でも取り入れて

いく必要性があると考える。

　大沼らは，「新人看護婦は，実践活動に就いてから

1年ないし2年間は基礎能力の上に専門知識や技術

を研面する時期」4）と述べている。また，Bennerも，

「一人前の看護婦になるには早くても3年かか

る」5）と述べている。わが国における看護婦を取り巻

く環境から，新人看護婦が一人前になるのを3年間

待つことは無理としても，就職後最低1年間はオリ

エンテーション期間として，学生から，看護婦への

移行期間と捕らえ，指導にあたるという考え方の変

換も必要である。一人の学生が一人の看護婦として

成長していくプロセスに，臨床と教育の場が共同で

関わっていく姿勢が必要である。臨床の看護婦と，

教官が意見や考えを述べあえる場の充実をはかり，

そこで得られる情報を学生に公開していくことで，

新人看護婦が就職後に受けるリアリティーショック

も軽減すると思われる。

　　　　　　　　考　　　　　察

　3月から4月へと，短期間の内に，学生から，一

人の看護婦としてその立場は大きく変化する。あま

りの変化の大きさに，リアリティーショックを受け，

ストレスフルな生活を余儀なくされる。そのストレ

スを最小限にするために，0大学医学部附属病院看

護部では，エルダ一点を取り入れたり，新人研修に

おいて，部署間の情報交換を図り，成果をあげてい

る。しかしながら，エルダーとの勤務の違いなどに

より，指導をあまり受ける事が出来ないと回答した

ものもいた。また，責任の大きさにとまどい，適応

できないで，就職後短期間で辞めたいと感じている

新人看護婦もいることが今回の調査で明らかとなっ

た。このことを深刻に受け止め，本質的な対策を講

じる必要がある。大学病院の特殊性により，対象と

なる疾患も複雑化し，医療，看護も極めて高度なも

のを要求される。実習で学生と関わる患者は，実習

目標が達成できるようにと，比較的関わりやすい患

者が選択され，多くの学生が，大きなトラブルもな

　　　　　　　　お　わ　り　に

　カリキュラムの改正に伴い，学生の臨床実習の時

間はますます少なくなる傾向にある。少ない実習期

間の中で，より効果的な実習指導が行われるよう，

考慮していく必要がある。また，最近医療事故が多

発する中，確かな知識と技術を習得し，質の高い看

護を提供するためにも，学生指導も含め，新人看護

婦教育にゆとりを持てる環境が充実する必要性を痛

感した。
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The reality investigation of stresses

which the new figure nurses employed after one month hold

Keiko MaRl

Abstract
Revision of curriculum makes reduce the practice time in clinical more and more.

On the other hand, in clinical site, the gap between the nursing base education and the

clinical site shows the tendency to enlarge because of high-developed medicine and

complicated situation. This time, I put into practice the questionnaire survey for 38

new figure nurses to make their having stresses clear. Consequently, they expressed

mainly three causes of their stress. They were about the nursing skills (94%),

irregular life due to three shifts (14%) and the way of the communication to the

patient. There weren't any differences among each nursing curriculum. 32.3% of the

new figure nurses having much stresses said about their physical condition that they

were not good or not so good. The 6 new figure nurses (17.6%) thought that they

wanted to quit their job only one month after being nurse. The 8 new figure nurses

(82%) thought that they were satisfied with being nurse. When many new figure

nurses could make good communication with their patients, they thought that. The

new figure nurses said that they wanted to study about more nursing skills, medicine
of transplantation and ME equipments.

Key words: The new figure nurse, stress, reality shock
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